
その他の調査

官 左京三条ー坊九坪の調査(第269-8次)
南北棟建物。南事ーを検出。染問 211司、桁行 21I ~1以上、柱

間は梁間 7尺、桁行6尺。南東隅柱と南妻柱の位根が技

佃人住宅建設に伴う発掘調査。左京三粂ー坊:JL坪の北 存していた。SD7087は、 上層(灰褐色砂質土)、下用 (11音

辺にあたる。調査区は南北3m、東西12m、基本層序は、 灰褐色粘性砂質土)に分かれる。調査区東IWJの南北構は、

上から表土、褐色砂質土、灰褐色砂質土、 i府灰色粘質土 他の逃椛よりもかなり新し L、。 逃椛の時期を特定て、きる

(泣符ト険出面)。掘立柱建物2棟、構 2粂等を確認した。 造物はないが、掘立柱建物2棟は、柱聞が6、7尺て柿i

SB7085は西府付き掘立柱南北棟建物。北妻を検出。身合 い、建物と坪の主軸線がほぼ合うことから、 奈良時代の

は梁間 2tm、桁行21m以上、柱間7尺。SB7086LHffi立柱 ものと考えられる。 (清野孝之/考古第3) 

図53269-B次調査遡摘平面図

2 内裏北外郭北方地区の調査(第269-9次)

専用住宅建築に伴う調査。調査地は内1I普司と推定され

ている内裏北外郭地区の北方に位置する。制査区は南北

8m、東西 3m、基本的問序 1 .:1:、 」ニカ'ら黒色土、 ~l色砂

喋土、賞禍灰土、進栴而。京掘東西溝SDl7605を検出 し

た。i奈さ約 1m で、幅約5.6m と推定される 。 構の推干1~

は、」二 ・ ~Il ・ 下層に大別てき、平城宮 V1UI~含む土品類

が整理箱5箱分出土した。中用のl明賞色粘質土居からは、

藤原宮式の6273A、平城宮mt月前半の631lAa、631lBa、

6685B、6689A、II期後半の6308Aa、6663A、6694A、III

期後半の6663MなEを含む大量の瓦J専類が出土した。内

勝司北を東西に走る宮内道路iWJ溝の可能性もある。

(山下信一郎/史料)

図54 第269-9次調査遺備平面図
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3 その他の調査一覧

平城宮跡発掘調査部が96年度に実施した発掘調査で、

本巻に成果を掲載しなかったものを表12に示す。

調査次数 地 区

269-1 左)j'，一条一妨十五坪

269-2 京北方遺跡

269-3 コナベ古墳南方、京北方遺跡

269-7 大勝職北方地区

269-10 宮北方巡跡

269-11 宮北方逃跡

269-12 宮北方遺跡・市経古墳

269-14 市庭古墳 (内装北方)

269-15 市庭古墳

269-16 宮北方遺跡

269-17 宮北方遺跡

平

-長屋玉邸出土の墨画土器

義表紙・に紋せた墨|直l土器は、左京三

粂二坊の一・二・七・八坪を占める長屋

王邸のうち、七坪部分のAWIの*外事1I

の来限の塀SA4520の外にある井戸、

SE4366より出土した。長屋王邸の調査

では、他にもSD5300出土の絵烏をはじ

めとして優れた絵画資料が出土したが、

この資料は長屋王の存命期の邸宅内の

遺構から出土した ことから、王の暮ら

しぶりの一端を示すものtして特に注
目される。

盤画lま土師器の血lAに記したもので、

土総の内外に盤画、議書がある。外面

には 5匹の猿の墨画と、「船逮府:麻

呂」、「逃」、「情下J の文字を記し、鐙

ならしと思われる轟線もある。綴の銀

ii!iil立、全身を描くものは 1匹だりで、

f也は/JJiのみの表現て‘ある。この土穏に

は焼成l時についた黒斑があり、強斑上

に記した盤|直|、盤書は赤外線カメラで

確認できる。内面には、枝葉、幹をも

っ樹木と、犬の顔ともみれる盤画ぞ抑i

i 強痕がある。 fii.の表現をみると、
最初jに自の部分t.:.'11を試し捕きし、次

に顔、最後に全身と、段階的に描写範
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概 要

南北 5mX東西15mを発畑、鈎の手状逃構1、構3、小位穴群1、石組、池状iJ1t1Yi1などを検
出。(本文42-43頁を参照)

南北4mX束西 3mを発掘、土坑l、税1などを検出。いずれも新しい。

南北5mX東西 4mを発搬、h待状遺構lを;検出。

南北4mX来西 7mを発掘、顕著な遺構なし。

南北4.5mX東西5mを発掘、土坑1を検出。

南北2mX東西 4mを発錦、地iJJを確認、顕著な遺構なし。

I制じ4.5mX来西4mを発錦、顕著:な逃織なし。

南北9mX東西2mを発掘、奈良時代の聖在地層を確認、近 現代の土坑1基を検出。

南北5mX東西3mを発瓶、奈良時代の路地!習を確認、土坑2を検出。

南北 5mX東西6mを発縮、 j也山を確認、顕著な造機なし。

南北3mX東西5mを発搬、土坑8基を検出、いずれも新しい。

表12 1996年度 その他の調査一覧表

婿 w こらむ 欄

四を広げていった過程が認められる。

これまでに出土した遜匝|土器て1立、こ
うした過程を示すものはなく、表現も

手すきぴで揃いたような稚拙なものが

多かった。しかし、この様の錨写や*

泣いは正確で'あり、専門の絵師が本格

的な絵を描く前に下箔きをしたもので

あろう。土器に記した「船連勝麻呂」

は、絵師の名前であるのかもしれない。

長屋王邸内では、木簡の記秘から犬

や鶴を飼っていたことが知られるが、

④ 

絵師がこの様に蹴動的で、:写実的な絵

を描いている ことから、 実物の猿をモ

デノレとして:写生した可能性は高〈、邸

内ではおそら Uiiも飼っていたのであ
ろう。

土器に描いた動物の盛岡で、烏や馬

はこれまで出土していたが、 f裂は初例

である。天平宝字年間一平安時代に制

作された、 ri!J'招提寺金堂の焚;ヲミ{象の台
座の反花にもmとみられる墨画がある
が、今回の盤ii!ilはそれより 30-40年古

い。日本にお

ける最古の猿

の盤画である

とともに、法

隆寺金堂の天

井に描かれた

動物の越画t
の附をつなぐ

資料として、

美術史上でも

重要な発見で

ある。 (T)
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